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[主張]　歐洲の動亂　－白人のいはゆる正義とは？―

　先 (さき)の歐 (おう)洲 (しう)大戦 (たいせん)勃発 (ぼつぱつ)より二十五年 (ねん)、それが終 (おは)つてより二十年 (ねん)、歐 (おう)洲 (しう)は再 (ふたた)び動亂 (どうらん)[の]巷 (ちまた)と化 (くわ)した。永久 (えいきう)の平和 (へいわ)を口 (くち)にしつゝ過 (す)ぐる二十年間 (ねんかん)は兵器 (へいき)の改良 (かいりやう)、軍費 (ぐんぴ)の擴 (くわく)張 (ちやう)に費 (つい)やした歐 (おう)洲 (しう)である。未 (いま)だ伊 (い)、米 (べい)の態 (たい)度 (ど)によつて大戰 (だいせん)になるか小戰 (せうせん)で終 (おは)るか知 (し)れぬとは云 (い)ふものの、若 (もし)大戰 (だいせん)にでもなつたら其 (その)慘 (さん)禍 (くわ)は先 (せん)般 (ぱん)のそれよりもずつと酷 (ひど)いものであらう。而 (しか)してその慘 (さん)禍 (くわ)の本 (ほん)源 (げん)は航 (こう)空 (くう)機 (き)に[よ]後方 (こうほう)爆撃 (ばくげき)にあるのだ。
　かゝる慘 (さん)禍 (くわ)の起 (おこ)るべきを、お互 (たがひ)に十二分 (ぶん)に知 (ち)悉しつゝも、尚 (なほ)戰 (せん)爭 (そう)をしなければならない處 (ところ)に人生 (じんせい)の悲劇性 (ひげきせい)があるのだ。獨 (ど)逸 (いつ)は分 (ぶん)相 (さう)應 (おう)と信 (しん)ずるものを獲 (くわく)得 (とく)せねばならず、英 (えい)佛 (ふつ)は獨 (ど)逸 (いつ)の頭 (あたま)を抑 (おさ)へ付 (つ)けなければ今日 (こんにち)までの榮 (えい)耀 (よう)榮 (えい)華 (ぐわ)が保 (たも)てない。英佛 (えいふつ)が弱 (よわ)れば伊太利 (イタリ)にはコルシカやチユニジア等 (とう)を恢復 (くわいふく)して所謂 (いはゆる)イタリア＝イレデンタの宿 (しゆく)願 (ぐわん)實 (じつ)現 (げん)の可 (か)能 (のう)性 (せい)に惠 (めぐ)まるゝことゝとなり、ロシアは〝歐 (おう)洲 (しう)の紳士 (しんし)達 (たち)″が戰爭 (せんそう)さへして居 (を)れば赤 (せき)化 (くわ)工 (こう)作 (さく)の好機 (こうき)が窺 (うかゞ)はれるのである。かくて戰爭 (せんそう)は起 (おこ)るのだ。慾 (よく)望 (ぼう)の錯綜 (さくそう)、怨恨 (えんこん)の錯綜 (さくそう)、これが力 (ちから)の衝突 (せうとつ)となつて戰爭 (せんそう)となるのである。
　そもそも今度 (こんど)の悲劇 (ひげき)の遠因 (えんいん)をなしたのが、ヴエルサイユの條 (でう)約 (やく)の不自然 (ふしぜん)、不公正 (ふこうせい)な裁 (さば)きであつて、その張本人 (ちやうほんにん)が英佛 (えいふつ)である。英佛 (えいふつ)は戰 (せん)勝 (しよう)（？）の餘 (よ)威 (い)を驅 (か)つて利己 (りこ)一點 (てん)張 (ば)りに歐 (おう)洲 (しう)を處 (しよ)理 (り)したのだ。チエツコとか波 (ポー)蘭 (ランド)とかの都 (つ)合 (がふ)の好 (よ)い案 (か)山 (か)子 (し)を處 (ところ)狹 (せま)きまで[に]造 (つく)り上 (あ)げて英 (えい)佛 (ふつ)の木 (ぼく)牛 (ぎう)流 (りう)馬 (ば)たらしめた時 (とき)に歐 (おう)洲 (しう)再動亂 (さいどうらん)の不吉 (ふきつ)なる種子 (しゆし)は播 (ま)かれてあつたのだ。チエツコと云 (い)ふ案山子 (かかし)の爲 (ため)に身 (み)を切 (き)るべかりし英佛 (えいふつ)は今 (いま)や波 (ポー)蘭 (ランド)のために死線 (しせん)に立 (た)たざるを得 (え)なくなつたのである。之 (これ)が正義 (せいぎ)のためとかや、笑止 (せうし)千萬だ。彼等 (かれら)の正義 (せいぎ)と利 (り)慾 (よく)の修辭 (しゆうじ)的 (てき)シノニムだ。
　不自然 (ふしぜん)なる歐 (おう)洲 (しう)の現勢 (げんせい)は變改 (へんかい)されねばならぬ。それが是正 (ぜせい)であらうと改惡 (かいあく)であらうと歐 (おう)洲 (しう)に新秩序 (しんちつじよ)の來 (き)たる徴 (ちよう)便 (べん)[footnoteRef:1]たることに變 (かは)りはない。恐 (おそ)らくは、英佛 (えいふつ)の日 (ひ)は喪 (うしな)はるゝることであらう。利 (り)慾 (よく)的 (てき)秩 (ちつ)序 (じよ)の代 (かは)りに、道 (どう)義 (ぎ)的 (てき)新 (しん)秩 (ちつ)序 (じよ)が歐 (おう)洲 (しう)に見 (あら)はれることは吾 (われ)々とても望 (のぞ)む處 (ところ)でなくてはならぬ。 [1:  「徴便」は単行本で「徴候」に代わっている。] 

[bookmark: _GoBack]　モロトフの云ひ分を借用すれば、歐洲の紳士達が闘つて居る間に、吾々はアジアの仕事を奇麗に仕上げよう。數世紀間呪はれたる白人の桎梏に、苛まれたアジア諸民族に、自由の日を與へるのは今である。そして〝光は東方より″の古言が今日を豫言したことを、かの傲慢不遜なる歐洲人に知らしめよう。
